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夏も終わり秋もいよいよ深まってまいりま
した。同窓の先生方におかれましては、平素
より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げ
ます。私のような若輩者が巻頭言というのは
いささか荷が重いのですが、順番だそうなの
で僭越ではありますが、２つの話題を提供さ
せていただきます。
一つ目は、新病院の建設と並んで、準備
が進んでおります看護学科・健康医療科学
科・医用生体工学科の 3学科からなる保健
医療学部（平成 18 年 4月開設予定、現在認
可申請中）についてであります。以前の会報
で細かい内容は紹介させていただいておりま
すが、いよいよ準備が最終段階まで参りまし
た。学部の新設というのは、文部科学省の許
認可が必要であります。文部科学省への申請
は、教育の中身や教員の質や資格が問われる
大学設置に関するもの（大学設置分科会）と
財政面や管理運営に関する寄付行為に関する
もの（学校法人分科会）の二本立てからなり
ます。共に 6月末と 9月末のどちらかに申
請して、許可が戴ければ翌年度に開設という
ことになります。平成 18 年 4月開設が目標
でしたので、今年の 6月ないし 9月申請と
いうことでありました。申請が早ければ許可
が早く下り学生募集も早く取り組めることに
なりますので、準備室は 6月申請を目標に
取り組んでおりました。作業は急ピッチで 6
月は特に連日徹夜の作業になりましたが、無
事 6月末に文部科学省に受理はされました。
この原稿を書いている時には、文部科学省で
判定作業中であり結果は出ておりません。今
となってはただ待つだけの立場で落ち着きま
せんが、この号が出る頃には、いい結果が出
ているのではないかと信じております。
二つ目は、今年度から立ち上がった埼玉医
科大学広報委員会についてであります。危機

管理に関するものではなく、いわゆるＰＲ活
動に関するものについてで、8月に一回目の
会合が開かれました。今まで部門ごとにばら
ばらで連携の足りなかった広報活動を学校法
人全体の委員会として横断的にコーディネー
トしたり企画立案する委員会であります。本
学では、医学部は別格としても保健医療学
部、短期大学、看護専門学校とコメディカル
系の学校が複数併設されており、特に学生募
集に関しては、協力し合いながら広報活動を
行う必要があります。また今まで、医療、教
育に関してはともすればネガティブな情報が
一方的に報じられることが多かったと思われ
ます。本学も医師国家試験の成績も上がり、
先進的な医療の取り組みもかなりテレビや新
聞で報じられるようになって参りました。ま
た新病院の開設に併せてスタッフもより充実
し、既存の病院も診療科の再編成が始まるな
どより patient oriented な診療体制の準備が
始まっております。そういった本学の良さを
積極的に世間にＰＲし、県内だけでなく全国
的なブランドイメージの向上を目指す時期が
訪れたと考えます。また医療、教育は無形の
サービスであり、積極的にＰＲしなければな
かなか良さが分かっていただけないものであ
りますので、これを機会に知恵を出し合い、
サービスを分かり易く世間に発信して参りた
いと思います。何か良いアイデアがあれば私
の方までご遠慮なくお寄せ下さい。お待ちし
ております。
以上２つのトピックスを紹介させていただ
きましたが、他にも紹介させていただきたい
出来事はたくさんありますが、紙面の関係も
ありますので、この辺で終了といたします。
同窓の皆様におかれましては、今後ともご指
導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。
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